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１
年
間
、
皆
さ
ん
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。

昭
和
百
年
の
大
事
な
年
、

私
は
９６
歳
で
す
が
、
な
つ
か

し
い
と
言
っ
て
る
だ
け
で
は

生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。

自
分
で
考
え
て
い
か
な
く

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

事
業
に
つ
い
て
は
、
介
護

事
業
が
中
心
で
す
。
終
活
に

と
ど
ま
ら
ず
、
住
ま
い
、
共

同
墓
の
事
業
が
す
す
み
、
バ

ラ
ン
ス
が
と
れ
て
き
て
い
ま

す
。遠

慮
な
く
ご
意
見
を
出
し
、

ご
相
談
下
さ
い
。

後寳三郎

理事長

総
代
会
続
報
は

１－４
㌻
で
す
。

総
代
会
関
係
資
料
は
本
部
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

閲
覧
ご
希
望
の
方
は
事
前
に
ご
連
絡
下
さ
い
。
℡
０
７
５
・
４
３
２
・
３
６
３
６

開
会
ご
あ
い
さ
つ

開
会
ご
あ
い
さ
つ

自分で考えて、意見を出して。
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第
５
回
通
常
総
代
会
が
６

月
１５
日
、
左
京
区
で
開
か
れ

ま
し
た
。

総
代
総
数
１
１
０
人
中
９０

人
が
出
席
し
ま
し
た
。
（
内

訳
：
本
人
出
席
３０
人
、
書
面

議
決
出
席
：
５３
人
、
委
任
状

出
席
：
７
人
）

冒
頭
に
、
増
田
二
三
夫
理

事
が
、
開
会
を
宣
言
。
こ
の

間
の
物
故
組
合
員
を
紹
介
、

全
員
で
黙
と
う
し
ま
し
た
。

議
長
に
石
黒
正
弘
さ
ん
、
中

谷
慎
一
さ
ん
が
選
出
さ
れ
議

事
に
入
り
ま
し
た
。

後
寳
三
郎
理
事
長
に
よ
る

開
会
あ
い
さ
つ
に
続
き
理
事

会
か
ら
議
案
提
案
、
監
事
か

ら
監
査
報
告
を
受
け
、
議
事

審
議
に
入
り
ま
し
た
。

７
人
の
総
代
と
理
事
が
発

言
（
う
ち
１
人
は
文
書
発
言

を
議
長
が
要
旨
代
読
）、
奥
谷

和
隆
専
務
理
事
が
回
答
・
ま

と
め
を
行
い
ま
し
た
。

採
択
に
入
り
、
全
て
の
議
案

が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
（
議
長
の
２
票
を
の
ぞ
く
）

次
に
増
田
二
三
夫
理
事
が
総

代
会
ア
ピ
ー
ル
を
読
み
上
げ
、

拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
瀧
本
正
史
理
事
が

閉
会
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
、

総
代
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

総
代
会
終
了
後
、
記
念
企

画
—
遺
品
整
理
で
日
本
を
代

表
す
る
専
門
家
、
メ
モ
リ
ー

ズ(

株)

代
表　

横
尾
将
臣

さ
ん
の
講
演
「
遺
品
整
理

発
言
か
ら

街
づ
く
り
の
点
か
ら
も
住
環

境
問
題
を

右
京
区
仁
和
寺
前
の
ホ
テ

ル
建
設
に
続
い
て
左
京
区
聖

護
院
に
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
て

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

京
都
駅
前
の
国
の
物
件
、
中

央
郵
便
局
も
３１
ｍ
規
制
の
と

こ
ろ
、
特
区
と
し
て
６０
ｍ
ま

で
許
容
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

景
観
・
住
環
境
問
題
に
つ

い
て
も
、
住
み
よ
い
街
づ
く

り
と
い
う
点
で
も
、
く
ら
し

コ
ー
プ
と
し
て
テ
ー
マ
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

居
宅
支
援
・
第
三
者
評
価

の
内
容
は

　

居
宅
支
援
事
業
に
つ
い
て

の
、
第
三
者
評
価
内
容
に
つ

い
て
教
え
て
下
さ
い
。
併
せ

て
居
宅
支
援
事
業
で
出
た
３

人
の
退
職
者
の
理
由
も
。

特
に
男
性
の
孤
立
・
孤
独

は
問
題

孤
立
・
孤
独
の
問
題
は
と

て
も
大
切
で
、
特
に
高
齢
の

男
性
が
孤
立
し
や
す
い
よ
う

で
す
。
資
料
館
で
終
日
過
し

て
い
る
人
に
話
し
か
け
た

ら
、「
ほ
っ
と
い
て
く
れ
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
ス
ー
パ
ー

で
は
、
女
性
が
買
い
物
し
、

連
れ
の
男
性
は
座
っ
て
待
っ

て
い
る
。
男
性
は
社
会
的
連

な
が
り
を
自
分
か
ら
断
っ
て

い
る
。
群
れ
る
こ
と
も
忘
れ

て
い
る
の
で
は
？

９６
歳
で
現
役
を
続
け
て
お

ら
れ
る
後
寳
理
事
長
の
長
寿

の
秘
訣
を
知
り
た
い
も
の
で

す
。

介
護
の
現
状
、
く
ら
し

コ
ー
プ
か
ら
も
声
を

介
護
の
現
状
は
、
人
手
不

足
ヘ
ル
パ
ー
不
足
が
深
刻
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
紹
介
料

が
２
０
０
万
円
か
か
っ
て
い

ま
す
。

先
日
厚
労
省
の
担
当
者
の

話
で
、
全
国
の
施
設
長
の
集

り
の
時
、
施
設
長
側
か
ら
、

介
護
職
員
の
賃
金
を
見
直
す

よ
う
求
め
る
発
言
が
一
つ
も

な
か
っ
た
と
聞
い
た
。「
施
設

長
、
も
っ
と
言
え
よ
！
」
と

中尾正人

（総代・左京区）

新井康友

（監事）

桐田勝子

（理事・右京区）

行松美津子

（総代・右京区）

か
ら
見
え
て
く
る
希
薄
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」
と
サ
ッ
ク

ス
演
奏
が
あ
り
、
参
加
者
の

共
感
と
拍
手
を
呼
び
ま
し
た
。

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
を
な
く
し
、

　

助
け
合
い
を
広
げ
た
い
な
。
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奥谷和隆

（専務理事）

言
い
た
い
。

事
業
所
の
努
力
だ
け
で
は

む
ず
か
し
い
。
訪
問
介
護
の

事
業
は
消
え
て
い
く
。
こ
れ

は
回
り
回
っ
て
私
た
ち
の
暮

ら
し
の
問
題
。
く
ら
し
コ
ー

プ
か
ら
も
声
を
上
げ
ま
し
ょ

う
。

生
活
支
援
事
業
大
切
に

生
活
支
援
事
業
は
、
介
護

保
険
で
は
で
き
な
い
こ
と
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
こ
と

で
２
０
０
２
年
、
ス
タ
ー
ト

の
時
か
ら
か
か
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
介
護
の
す
き
間
に
あ

る
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
小
さ
な
仕
事
を
大
切

に
し
て
続
け
て
い
き
た
い
。

大
き
な
紛
争
が
世
界
で
起

き
て
い
ま
す
。
毎
月
第
４
水

曜
日
１
時
半
、
環
境
・
平
和

に
つ
い
て
勉
強
会
—
つ
ど
い

を
開
い
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
参

水口武夫

（総代・北区）

加
し
て
下
さ
い
。
２０
年
史
資

料
編
、
が
ん
ば
っ
て
発
行
し

ま
す
。

み
な
さ
ん
楽
し
い
こ
と
に

参
加
し
て
、
元
気
を
だ
し
ま

し
ょ
う
。

相
続
資
産
を
有
効
活
用
す

る
に
は
？

子
ど
も
が
い
ま
せ
ん
。
財

産
は
国
に
吸
い
上
げ
ら
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
く
ら
し
コ
ー

プ
に
寄
贈
し
た
い
の
で
す

が
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
で

し
ょ
う
？
必
要
な
書
面
が
あ

れ
ば
、
い
つ
で
も
書
き
ま
す

よ
。

２
基
目
の
お
墓
、
名
称
は
？

（
文
書
発
言
を
、
議
長
が
要

旨
代
読
）

赤
染
益
輝
（
総
代
・
左
京
区
）

２
基
目
の
お
墓
の
ネ
ー
ミ

ン
グ
で
す
が
、
同
じ
名
前
で

服部彰一郎

（総代・左京区）

討
論
の
ま
と
め

・
京
都
市
内
で
新
た
な
高

さ
制
限
を
超
え
る
新
し
い
建

築
物
に
つ
い
て
は
広
く
知
ら

れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
ま

す
。
情
報
の
発
信
は
機
関
誌

「
紫
式
部
」
を
通
じ
て
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
居
宅
支
援
事
業
で
の
第

三
者
評
価
に
つ
い
て
は
、
事

業
所
で
の
業
務
に
つ
い
て
は

評
価
が
高
か
っ
た
が
、
法
人

と
し
て
社
会
貢
献
度
が
低
い

点
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
居
宅
支
援
事
業
で
３
名

が
退
職
し
た
点
に
つ
い
て

は
、
病
気
で
あ
っ
た
り
、
家

庭
の
事
情
で
あ
っ
た
り
と
い

う
こ
と
が
重
な
っ
て
し
ま
っ

た
も
の
で
す
。

・
後
寳
三
郎
理
事
長
の
長

生
き
の
秘
訣
に
つ
い
て
は
、

機
関
誌
「
紫
式
部
」
を
通
じ

て
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

・
生
活
支
援
事
業
に
つ
い

て
は
、
断
る
こ
と
こ
と
な
く

引
き
受
け
る
よ
う
に
し
た

い
。・

遺
贈
に
関
し
て
は
、
遺

言
書
を
書
い
て
頂
く
こ
と
が

必
要
で
す
。
ご
相
談
く
だ
さ

い
。・

２
基
目
の
共
同
墓
の
ネ
ー

ミ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
検
討

し
ま
す
。

　

内
容
豊
か
に
組
合
員
の
声

が
出
し
合
え
た
総
代
会
と
な

り
ま
し
た
。
生
活
協
同
組
合

混
乱
す
る
と
い
け
な
い
の
で

こ
れ
を
さ
け
る
た
め
別
名
に

し
て
は
？

瀧本正史

（理事）

で
あ
る
と
い
っ
て
、
内
向
き

で
な
く
、
広
く
地
域
に
ふ
み

出
す
必
要
が
出
さ
れ
た
と
再

認
識
し
ま
し
た
。

　

「
最
後
の
仕
末
」
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
今
を
い
か
に
楽

し
く
生
き
る
か
！
足
を
踏
み

出
し
ま
し
ょ
う
。

閉
会
ご
あ
い
さ
つ

閉
会
ご
あ
い
さ
つ

議案議案 反対反対 保留保留 賛成賛成 棄権棄権

1.2024年度活動報告・事業報告・決算関連の
　承認について

0 0 88 0

2.2025年度活動方針と事業計画・予算・役員
報酬限度額決定について

0 0 88 0

3.役員選挙規約の変更について 0 0 88 0

4.決議効力発生の件についての承認 0 0 88 0

《採決結果》全議案を採択 《採決結果》全議案を採択  ※議長除く ※議長除く
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総
代
会
ア
ピ
ー
ル

私
た
ち
は
、
す
べ
て
の
人
々

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

の
実
現
を
願
い
、
日
々
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。
い
ま
、

世
界
で
は
戦
争
や
紛
争
が
続

き
、
多
く
の
尊
い
命
が
奪
わ

れ
、
平
和
な
暮
ら
し
が
脅
か

さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、

い
か
な
る
戦
争
に
も
反
対

し
、
憲
法
の
掲
げ
る
「
恒
久

平
和
主
義
」
を
堅
持
し
、
非

軍
事
・
対
話
に
よ
る
平
和
的

解
決
を
強
く
求
め
ま
す
。

ま
た
、
国
内
に
お
い
て
は
、

高
齢
化
が
進
む
な
か
、
介
護

を
必
要
と
す
る
方
々
が
安
心

し
て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
介
護
保
険
制
度
の
維
持
・

充
実
が
急
務
で
す
。
近
年
の

制
度
改
正
や
利
用
者
の
負
担

増
に
よ
り
、
必
要
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い

高
齢
者
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
人
間
の
尊
厳
を

脅
か
す
問
題
で
あ
り
、
介
護

を
支
え
る
人
材
の
処
遇
改
善

の
制
度
の
持
続
可
能
性
の
確

保
が
強
く
求
め
ら
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
平
和
と
福
祉

の
両
立
を
め
ざ
す
社
会
の
実

現
に
向
け
て
、
以
下
の
こ
と

を
強
く
求
め
ま
す
。

【
私
た
ち
の
ア
ピ
ー
ル
】

１
、
戦
争
を
許
さ
ず
、
憲

法
９
条
を
守
り
、
平
和
外
交

を
推
進
す
る
こ
と
。

２
、
介
護
保
険
制
度
の
充

実
と
誰
も
が
安
心
し
て
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
る
環
境
の

整
備
。

３
、
介
護
従
事
者
の
処
遇

改
善
と
人
材
確
保
に
向
け
た

抜
本
的
な
対
策
の
実
施
。

４
、
す
べ
て
の
人
々
が
平

和
で
健
康
に
暮
ら
せ
る
地
域

社
会
づ
く
り
へ
の
支
援
。

私
た
ち
は
、
地
域
の
一

員
と
し
て
、
誰
も
が
安
心

し
て
老
い
を
迎
え
ら
れ
る

社
会
、
そ
し
て
戦
争
の
な

い
平
和
な
未
来
を
次
世
代

に
手
渡
す
た
め
に
、
今
後

も
声
を
上
げ
、
行
動
し
て

ま
い
り
ま
す
。

２
０
２
５
年
６
月
１５
日

京
都
高
齢
者
生
活
協
同

組
合
く
ら
し
コ
ー
プ　

第

５
回
総
代
会

総
代
会
ア
ピ
ー
ル

 お祝いのメッセージ一覧
日本高齢者生活協同組合連合会   
京都府生活協同組合連合会    
愛知県高齢者生活協同組合    
大阪高齢者生活協同組合    
香川県高齢者生活協同組合    
神奈川高齢者生活協同組合    
くらしと協同の研究所    
ささえあいコミュニティ生活協同組合新潟  
生活協同組合・沖縄県高齢者協同組合  
生活協同組合生活クラブ京都エル・コープ
長野県高齢者生活協同組合  
宮城県高齢者生活協同組合
山形県高齢者福祉生活協同組合
和歌山高齢者生活協同組合 
特定非営利活動法人くらしコープ

▶
ア
ピ
ー
ル
を
読
み
上
げ
る
増
田

　

二
三
夫
理
事
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奥谷和隆
生前契約、必要ないことも

８月の事業所だより

終活サポート

　11 月 15 日に講演会を開催することが決定

しました。テーマは「老いの整理・準備始めま

す」。詳細は決まり次第、改めてご案内いたし

ます。

　さて、この講演会の打合せの中で少々話題に

なったのが、遺言書や任意後見契約、死後事務

デイサービスセンター
紫野きらく庵

家庭的な雰囲気のデイサービスです。スタッフと
ワイワイ賑やかに過ごすもよし、趣味に没頭する
もよし、のんびり過ごすもよし。機能訓練もしっ
かりやりますよ。みんながウキウキわくわくする
楽しいデイサービスをめざしています。

介護支援センター
紫野きらく庵

必要な人が介護保険サービスを受けられるように、

一緒に考えてケアプラン（サービス計画書）を作り

ます。地域の人と住み慣れた家で生活できるように

暮らし丸ごと支援します。

委任などの契約が、必要のない方にまで結ばれ

ている可能性がある、という点です。

　父・母・子ども 2 人の家族、子どもはそれ

ぞれ独立し円満な家庭を築いている場合には、

遺産分割で揉めることが想定されない限り、遺

言書や任意後見契約、死後事務委任といった生

前の事前契約は必要ないと考えられます。しか

し、専門家に相談すると、こうした契約の「必

要・不要の判断」よりも、ともかく依頼された

契約を進めることを優先する専門家もいるよう

です。依頼者のご家族や親戚との関係性を丁寧

に聞き取ることがとても大切なポイントです。

　遺言書は「家族間の争いを防ぐために必要」

とよく言われますが、その内容や作り方次第で

は、かえって争いや不幸を招くこともあります。

　この続きは、またどこかでお話ししたいと思

います。

気づいた時が始めどき！相談や、エンディン

グノート作成支援は無料でご利用いただけま

す。有料サービスや標準料金のパンフレット

もありますのでお気軽にお問い合わせ下さい。
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保険のことならなんでもご相談下さい！

（有）関西総合保険事務所京滋店

〒604-8222　中京区四条通室町西入上る
観音堂町４６６　みやこビル２階

TEL(075）222-2267　FAX(075)708-2380

蒲池英昭担当
携帯(090)1242-1844 かまち　ひであき

～８月阿部ひろ江ライブ情報～

１７日（日）２時～

「平和の祈りコンサート」

守山駅総合センター

出演 ; 稲山訓央（ノコギリ）

　　阿部ひろ江他

有
機
農
業
の
奥
深
さ
—
地

元
・
森
田
良
彦
さ
ん
の
お
話

か
ら
。（

６
月
２１
日
１５
人
参
加
）

「
農
業
は
奥
が
深
い
。
農
業

は
科
学
で
す
。
有
機
物
と
微

生
物
の
力
を
借
り
て
作
物
を

造
っ
て
い
ま
す
。
病
気
を
診

断
す
る
医
者
の
よ
う
に
土
を

知
れ
ば
植
物
の
病
気
も
わ
か

る
の
で
す
が
そ
れ
が
分
か
る

ま
で
に
３０
年
の
歳
月
の
積
み

重
ね
が
必
要
で
し
た
し
、
作

物
を
植
え
る
順
序
が
あ
り
、

品
種
の
異
な
る
個
別
の
ケ
ー

ス
を
会
得
す
る
に
は
、
根
気

が
必
要
で
し
た
。

有
機
農
業
は
無
農
薬
農
業

で
は
な
く
、
堆
肥
な
ど
を
肥

料
に
し
て
作
物
を
つ
く
り
、

病
害
虫
に
対
し
て
は
接
着

テ
ー
プ
や
無
難
な
農
薬
を
使

用
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

有
機
栽
培
は
勇
気
が
な
け
れ

ば
で
き
な
い
挑
戦
的
農
業
で

す
。
」

話
が
一
段
落
し
た
と
こ
ろ

で
、
綾
部
で
自
家
菜
園
を

や
っ
て
い
る
四
方
さ
ん
ご
夫

婦
か
ら
常
日
頃
疑
問
に
思
っ

て
い
る
栽
培
技
術
的
問
題
に

つ
い
て
、
熱
心
な
質
問
が
沢

山
出
て
森
田
さ
ん
が
懇
切
丁

寧
に
答
え
る
時

間

に

な

っ

た

り
、
菜
園
経
験

の
な
い
参
加
者

も
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し

た
。

上
賀
茂
地
域
例
会
報
告

最
後
に
配
布
資
料
の
中
の

環
境
経
済
学
者
の
宮
本
憲
一

さ
ん
の
論
説
や
京
都
新
聞
等

の
コ
メ
問
題
の
切
り
抜
き
を

参
考
に
し
て
、
食
料
の
自
給

率
、
個
人
経
営
の
農
家
の
保

護
、
価
格
保
証
の
大
切
さ
に

つ
い
て
話
し
あ
う
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

農
業
は
科
学
、
奥
深
い
。

「
米
を
め
ぐ
る
昭
和

百
年
」

宮
﨑
省
三

（向
日
市
）

７
月
号
、
乙
井
孝
之
さ
ん

の
「
米
を
め
ぐ
る
昭
和
百
年
」

タ
イ
ム
リ
ー
で
し
た
。

た
だ
、
昭
和
７
年
の
「
米

寄
こ
せ
運
動
」
が
入
っ
て

い
る
と
、
も
っ
と
よ
く
な

る
と
思
い
ま
し
た
。

１
９
２
９
年
に
発
足
し

た
京
都
消
費
組
合
が
頑

張
っ
て
政
府
米
を
確
保
し

組
合
員
に
供
給
し
た
こ
と

に
ま
つ
わ
る
資
料
が
あ
り

ま
す
。

（
宮
﨑
さ
ん
か
ら
は
、
詳

し
い
資
料
も
送
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
機
会
が
あ

れ
ば
今
後
ご
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。）

紫
式
部
を
読
ん
で
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手話クイズ

  ①③ ②

（解答1５㌻）

◆
「
家
」
の

　
　

手
話
は
ど
れ
で
し
ょ
う
？

左手の指文字「シ」

の脇から右手を右へ

引き、直角に下ろす。

両手の指先をつ

け、斜めに構える。

両手で四角い建物

の形を描く。

手話　　　  サークル
８月の日程

８月７日 （木曜日） 14 ： 00 ～本部１階ホール

指
文
字

「７」の形の指先を曲げる。

「数字７0」

東
京
か
ら
広
島
ま
で
歩
き

つ
な
ぐ
ピ
ー
ス
パ
レ
ー
ド

(

平
和
行
進)

が
６
月
２１
日
、

京
都
に
入
り
ま
し
た
。（
写
真

上
）
く
ら
し
コ
ー
プ
で
も
組

合
員
が
東
山
区
蹴
上
か
ら
京

都
市
役
所
前
ま
で
の
パ
レ
ー

ド
に
参
加
し
ま
し
た
。

土
曜
日
午
後
の
三
条
通
は

海
外
か
ら
の
観
光
客
も
多

く
、
「
核
の
な
い
社
会
の
実

現
を
」
と
英
語
で
記

し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
や

折
り
鶴
を
受
け
取
る

と
、
沿
道
か
ら
励
ま

し
の
声
援
が
広
が
り

ま
し
た
。

２
５
０
人
が
集

ま
っ
た
市
役
所
前
で

の
集
会
で
は
府
生
協

連
・
西
島
秀ヒ

デ
ヒ
サ向

会
長

が
挨
拶
。
「
今
日
参

加
し
て
学
び
感
じ

た
こ
と
を
、
家
族
や

友
人
に
話
す
こ
と

か
ら
始
め
ま
し
ょ

う
。
そ
の
小
さ
な
取

り
組
み
が
核
廃
絶

を
進
め
る
力
に
な

り
ま
す
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。
（
写
真

右
下
）

戦
後
80
年
を
迎
え

た
日
本
は
唯
一
の

被
爆
国
で
す
。
被
爆

の
実
相
を
学
び
、
核

小
さ
な
取
り
組
み
か
ら
、

核
廃
絶
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

の
な
い
世
界
の
実
現
に
向
け

て
、「
小
さ
な
取
り
組
み
」
を

広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 
(

文
・
写
真
／
乙
井
孝
之)
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「
平
和
の
風
」
と
す
る
。

環
境
と
平
和
の
委
員
会

▼
南
相
馬
復
興
支
援
水
プ
ロ

６
月
は
１９
人
の
方
か
ら
合

計
１
万
９
０
０
０
円
の
ご
支
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
累
計

３
９
３
・
３
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

◎
２
０
２
５
年
東
京
高
裁

・
木

納
裁
判
長

６
月
６
日
、
東
京
高
裁
で
木

納
年
和
裁
判
長
は
、
１
審
の
東

京
地
裁
判
決
は
「
原
発
事
故
を

引
き
起
こ
す
よ
う
な
津
波
襲
来

の
予
見
可
能
性
に
つ
い
て
の
切

迫
感
ま
で
要
求
し
て
い
る
」
と

東
電
旧
経
営
陣
４
人
へ
の
賠
償

命
令
を
取
り
消
し
ま
し
た
。

理事会
委員会
だより

理事会
委員会

第
１
回
理
事
会
報
告

(

６
月
２７
日
）

理
事
11
人
中
８
人
出
席
。

監
事
2
人
中
１
人
参
加
。

▼
報
告
事
項

⦿
組
織

・
経
営
状
況

　
　

（
表
参
照
）

◆
承
認
事
項

◎
生
活
支
援
事
業
に
つ
い
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
ら
し
コ
ー
プ

で
契
約
し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
と

の
面
談
結
果
報
告
。
生
活
支
援

事
業
の
料
金
の
提
案
と
協
力
会

社
に
つ
い
て
の
提
案
を
承
認
。

◎
２
基
目
の
共
同
墓
の
ネ
ー
ミ

ン
グ
に
つ
い
て

本
誌
や
高
齢
者
生
協
く
ら

し
コ
ー
プ
に
つ
い
て
ご
意

見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
（
尚
、
郵
便
料
金
が
高
く

な
り
ま
し
た
💢

✉
メ
ー

ル
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
ご
活
用
を

お
す
す
め
し
ま
す
）

　

紫
式
部
は
、
印
刷
単
位

の
関
係
で
毎
号
相
当
数
の

余
分
が
で
て
い
ま
す
。
利

用
・
加
入
の
お
す
す
め
に

手
わ
た
し
や
ポ
ス
テ
ィ
ン

グ
な
ど
で
の
ご
活
用
を
お

願
い
し
ま
す

＜（＿　＿）＞

くらしコープへの御寄付

6 月１日～３0 日（敬称略）

赤染益輝、葛西繁、久保村好子、服部彰一郎、

松田正武、守岡泰雄、矢木小夜子、Ｍ・Ｍ、

匿名４人、計１２人の方から

総額 66,000 円の御寄付をいただきました。

ありがとうございました。

こ
れ
に
関
し
て
、
河
合
弘
之
弁

護
士
は
「
地
震
学
の
基
本
を
知
ら

な
い
判
決
で
、
根
本
的
な
欠
陥
が

あ
り
、
原
発
重
大
事
故
を
許
す
判

決
だ
」
と
言
い
ま
し
た
。

　

２
０
２
１
年
７
月
３０
日
の
福
島

地
裁
で
は
、
国
が
長
期
評
価
を
も

と
に
津
波
の
算
出
を
東
電
に
命
じ

て
い
れ
ば
、
第
１
原
発
の
敷
地
高

を
超
え
る
津
波
が
到
来
す
る
危
険

性
を
予
見
で
き
、
事
故
は
回
避
で

き
た
と
し
て
い
ま
す
。

原
発
を
止
め
た
元
裁
判
長
の

樋
口
英
明
弁
護
士
は
、
「
３
・
１１

の
前
ま
で
は
原
発
の
安
全
性
に

つ
い
て
疑
問
を
持
っ
た
こ
と
が

な
か
っ
た
け
れ
ど
、
現
実
問
題
と

し
て
倫
理
と
論
理
で
考
え
い
け

ば
原
発
の
運
転
を
容
認
で
き
な

い
と
い
う
結
論
は
明
ら
か
だ
っ

た
。
ま
た
「
無
知
は
罪
、
無
口

は
も
っ
と
罪
」
…
つ
ま
り
、
裁

判
官
が
原
発
を
担
当
し
な
が
ら

危
険
性
を
知
ら
な
い
こ
と
の
罪

は
重
い
。
そ
し
て
危
険
性
を
知
っ

た
の
に
そ
れ
を
告
げ
な
い
の
は

さ
ら
に
重
い
罪
に
な
る
…
と
。

▼
環
境
平
和
の
つ
ど
い
６
月
報
告

２5
日
、
４
人
。

▼
▼
８
月
つ
ど
い
予
定

２７
日(

水
）
１
時
半
～
３
時
半

本
部
ホ
ー
ル
に
て

1,155

19,013口

人数 口数

加入 3人 9口

増資 13人 150口

脱退 5人 🔼🔼118口

減資 0人 0口

増減 🔼🔼2人 41口

組織状況（2025年6月30現在）

組合員総数

出資金残高（千円）

6月実績

前年実績 本年実績 前年差異

売上合計 13,371 7,749 🔼🔼5,622

経費合計 13,634 10,721 🔼🔼2,913

事業剰余 🔼🔼263 🔼🔼2,972 🔼🔼2,709

経常剰余 🔼🔼97 🔼🔼2,876 🔼🔼2,779

4月～5月度累計4月～5月度累計

前年実績 本年実績 前年差異

売上合計 7,157 3,715 🔼🔼3,442

経費合計 6,808 4,874 🔼🔼1,934

事業剰余 349 🔼🔼1,159 🔼🔼1,508

経常剰余 441 🔼🔼1,088 🔼🔼1,529

2025年度   　5   　5月度経営状況　　　　　(千円）

環
境
と
平
和
の
委
員
会
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サロン
サークル
だより

ほ
っ
こ
り
サ
ロ
ン

西
賀
茂
大
宮

▼
７
月
の
報
告

６
月
の
分
が
都
合
で
７
月
５

日
に
延
び
て
、
歌
声
三
昧
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
暑
く
も

な
い
環
境
で
、
沢
山
の
歌
を
こ

こ
ろ
ゆ
く
ま
で
う
た
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
総
勢
２４
人
で
し
た
。

▼
▼
８
月
の
予
定

８
月
は
お
休
み
で
す
。

　

次
は
９
月
２７
日
土
曜
日
の
開

催
で
す
が
、
内
容
は
未
定
で
す
。

９
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

上
賀
茂
地
域
例
会

▼
６
月
例
会
報
告

　

（
６
ペ
ー
ジ
の
特
別
報
告
を

ご
覧
下
さ
い
。）

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

▼
６
月
報
告

１３
日
１３
人   

２７
日
１４
人   

　

５
月
に
甘
い
香
り
を
放
っ
て

い
た
栗
の
木
に
ち
っ
ち
ゃ
な

栗
坊
や
が
付
い
て
い
ま
し
た
。

▼
▼
８
月
は
お
休
み
で
す

手
話
サ
ー
ク
ル

▼
▼
８
月
の
予
定

７
日(

木)

１4
時
～
本
部
ホ
ー
ル

読
書
サ
ー
ク
ル

▼
社
会
問
題
読
書
会
７
月
報
告

ジ

ョ
ー

ジ
・

オ
ー

ウ

ェ

ル

『
１
９
８
４
（
年
）
』
第
８
回

２
日
、
４
人
。

　

「
夜
一
人
で
読
む
の
は
恐
い
」

と
、
—
参
加
者
。
物
語
は
佳
境

に
入
り
、
支
配
政
党
の
独
裁
者

に
反
旗
を
ひ
る
が
え
す
秘
密
組

織
に
加
入
、
幹
部
と
面
会
す
る

が
、
こ
の
組
織
は
人
間
性
否
定

の
暗
黒
組
織
だ
っ
た
。
２
人
の

運
命
や
い
か
に
。

▼
▼
社
会
問
題
読
書
会
８
月
予
定

ジ

ョ
ー

ジ
・
オ

ー

ウ

ェ
ル

『１
９
８
４
（年
）』
（角
川
文
庫
・

早
川
文
庫
等
）
第
９
回

　

６
日

（
水
）
１
時
半
～
、
本

部
ホ
ー
ル

▼
名
作
を
読
む
会
６
月
報
告

『マ
ザ
ー
グ
ー
ス

（
の
う
た
）』

第
２
回

１８
日
５
人
。

２
種
の
訳
書
を
音
読
し
な
が

ら
比
較
。
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

の
ち
が
い
に
加
え
て
詩
の
順
番

も
全
く
ち
が
っ
て
い
て
、
見
つ

け
る
の
に
大
わ
ら
わ
し
な
が
ら

も
楽
し
く
読
み
合
い
ま
し
た
。

▼
▼
名
作
を
読
む
会
８
月
予
定

『
マ
ザ
ー
グ
ー
ス

（
の
う
た
）』

（
草
思
社

・
講
談
社
文
庫
）
第

４
回　

８
月
２０
日

（
水
）
１
時

半
～
本
部
ホ
ー
ル

映
画
サ
ー
ク
ル

▼
▼
『あ
る
一
生
』

８
月
24
日

（日
）
①
１０
時
半
～

②
１
時
半
～
③
６
時
５０
分
～

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
（左
京
区
）

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ア
ル
プ

ス
。
孤
児
の
少
年
ア
ン
ド
レ
ア

ス
・
エ
ッ
ガ
ー
は
、
遠
い
親
戚

の
農
場
へ
や
っ
て
来
る
。
し
か

し
農
場
主
に
と
っ
て
ア
ン
ド
レ

ア
ス
は
安
価
な
働
き
手
に
過
ぎ

ず
、
虐
げ
ら
れ
な
が
ら
暮
ら
す

彼
の
心
の
支
え
は
老
婆
ア
ー
ン

ル
だ
け
だ
っ
た
。
ア
ー
ン
ル
が

亡
く
な
る
と
ア
ン
ド
レ
ア
ス
は

農
場
を
飛
び
出
し
、
日
雇
い
労

働
者
と
し
て
生
計
を
立
て
る
よ

う
に
。
や
が
て
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー

の
建
設
作
業
員
と
な
っ
た
彼
は

最
愛
の
女
性
マ
リ
ー
と
出
会
い

…
。

２
０
２
３
年
製
作
／
１
１
５
分
／

ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
合
作

ほ
っ
こ
り
サ
ロ
ン

西
賀
茂
大
宮

映
画
サ
ー
ク
ル

上
賀
茂
地
域
例
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

手
話
サ
ー
ク
ル

読
書
サ
ー
ク
ル



10

『紫式部』　2025 年 8 月号

とりもどすために

新井康友
⑭　　　家族がいてもひとり－

「同居の孤独死」と地域の底力

最

近
、
「

同

居

の

孤

独

死
」
と
い
う
言
葉
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
私
が
取
材
を

受
け
た
『
日
本
経
済
新
聞
』

（
２
０
２
５
年
6
月
26
日
付
・

朝
刊
）
で
も
、
一
緒
に
暮
ら

す
家
族
が
い
る
の
に
、
亡
く

な
っ
て
数
日
後
に
発
見
さ
れ

る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
ど
う
し
て
そ
の

よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
同
居

し
て
い
る
家
族
が
認
知
症

だ
っ
た
り
、
毎
日
の
挨
拶
や

会
話
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
り

と
、
異
変
に
気
づ
け
な
い
状

況
が
あ
る
か
ら
で
す
。
家
族

が
い
て
も
、
孤
立
し
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

緩
や
か
な
「
見
守
り
」
が

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
防
げ

る
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
の
鍵

は
、
地
域
で
の
「
緩
や
か
な

見
守
り
」
に
あ
り
ま
す
。
民

生
委
員
さ
ん
や
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
な
く
、

ご
近
所
で
の
声
か
け
や
新
聞

受
け
の
様
子
を
気
に
す
る
な

ど
、
日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た

関
心
が
大
き
な
助
け
に
な
り

ま
す
。
「
今
日
は
ど
う
？
」
の

一
言
が
誰
か
の
命
を
守
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

実
際
に
、
地
域
の
力
で
孤

独
を
防
ご
う
と
い
う
取
り
組

み
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
た

と
え
ば
、
大
阪
府
堺
市
南
区

の
茶
山
台
団
地
で
は
、
「
や

ま
わ
け
キ
ッ
チ
ン
」
と
い

う
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。

団
地
の
空
き
室
を
活
用
し
、

１
０
０
円
か
ら
の
お
惣
菜
を

提
供
す
る
食
堂
を
開
い
て
い

ま
す
。
イ
ー
ト
イ
ン
も
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
も
可
能
で
高
齢
者

の
「
買
い
物
難
民
」
や
「
孤

食
」
へ
の
支
え
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
場
所
は
単
な
る

食
堂
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰

も
が
立
ち
寄
れ
、
自
然
な
交

流
が
生
ま
れ
る
場
所
で
す
。

代
表
の
方
は
「
強
い
絆
で
は

な
く
、
緩
や
か
な
つ
な
が
り

が
心
地
よ
い
」
と
語
っ
て
い

ま
す
。
利
用
者
の
中
に
は
「
声

を
か
け
て
も
ら
え
て
安
心
し

た
」「
こ
こ
が
あ
る
か
ら
施
設

へ
の
転
居
を
思
い
と
ど
ま
っ

た
」
と
い
う
方
も
い
ま
す
。

地
域
の
力
、
今
こ
そ

こ
う
し
た
地
域
の
居
場
所

は
単
な
る
施
設
で
は
な
く
、

「
み
ん
な
で
見
守
る
場
所
」
と

し
て
機
能
し
て
い
ま
す
。
地

域
で
暮
ら
す
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
「
助
け
て
」
と
言

え
る
勇
気
を
持
ち
、
「
大
丈

夫
？
」
と
声
を
か
け
合
う
こ

と
が
大
切
で
す
。
お
互
い
さ

ま
の
気
持
ち
で
、
声
を
か
け
、

食
卓
を
囲
み
、
安
心
を
育
て

ま
し
ょ
う
。
小
さ
な
つ
な
が

り
が
「
孤
独
」
を
「
生
き
る

喜
び
」
へ
と
変
え
る
力
に
な

り
ま
す
。
人
生
１
０
０
年
時

代
。
家
族
や
行
政
だ
け
で
な

く
、
地
域
み
ん
な
で
支
え
合

う
社
会
を
つ
く
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
温
か
な
つ
な
が
り

が
、
命
を
守
り
、
暮
ら
し
を

豊
か
に
し
ま
す
。

孤立死について考える
　　～新井康友先生の著書紹介～

「社会的孤立死する高齢者たち

～誰もが陥る可能性を避けるために～」
� （日本機関紙出版センター）

ひっそりと死を迎えた人の中には、生前何らかの

形で社会との繋がりを持ったことのある人が圧倒的

に多い。

にもかかわらずその死が認知されないという現代

社会は健全な社会なのでしょうか。

本書は孤立死の現状を知り、未来を考えるための

問題を提起しています。
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昭和百年何がめでたい！？
　　  私の昭和百年寄
稿

寄稿ありがとうございました。
次号以降でも、紹介します。

私
の
昭
和
百
年

片
野
ふ
く
こ

（
北
区　

）

１
９
４
３
年
（
昭
和
１８

年
）
戦
争
中
に
生
ま
れ
、
東

京
大
空
襲
で
焼
け
だ
さ
れ
て

そ
し
て
終
戦
。
上
野
の
浮
浪

児
や
、
上
野
の
ア
メ
横
の
ヤ

ミ
市
。
パ
ン
パ
ン
ガ
ー
ル
の

米
兵
と
の
ラ
ン
デ
ブ
ー
。
子

ど
も
心
に
あ
た
り
ま
え
で
見

て
き
た
町
の
変
化
、
配
給
の

日
に
は
親
の
か
わ
り
に
キ
ッ

プ
を
も
っ
て
並
ん
だ
日
々
。

パ
ン
、
お
正
油
、
魚
は
ス
ケ

ソ
ウ
タ
ラ
が
多
か
っ
た
。
時

に
は
ア
メ
リ
カ
軍
の
毛
布
や

固
形
燃
料
だ
っ
た
り
、
町
行

く
Ｇ
Ｉ
の
兵
隊
に
は
「
ギ
ブ

ミ
ー
チ
ョ
コ
」
と
か
「
マ
イ
、

ハ
ン
グ
リ
ー
」
と
言
っ
て
手

を
出
し
て
ガ
ム
、
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
を

も
ら
っ
た
。
あ
る
日
ジ
ー
プ

が
通
る
と
、
追
い
か
け
て
手

を
の
ば
し
て
い
た
女
の
子
が

米
兵
に
だ
か
れ
て
つ
れ
て
行

か
れ
た
。
両
親
か
ら
は
「
も

う
ぜ
っ
た
い
に
追
い
か
け
て

い
っ
て
は
だ
め
」
と
私
も
姉

も
す
ご
く
怒
ら
れ
た
。
米
兵

か
ら
も
ら
っ
た
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
や
ガ
ム
は
父
が
穴
を
掘
り

地
の
中
に
う
め
て
し
ま
っ

た
。
父
は
戦
争
に
負
け
て
子

ど
も
が
み
じ
め
だ
と
よ
く

言
っ
て
い
た
。

私
の
両
親
は
良
く
映
画
、

演
劇
の
歌
舞
伎
に
つ
れ
て

い
っ
て
く
れ
た
。
帰
り
に
銀

座
で
食
事
を
す
る
の
が
楽
し

み
で
し
た
。
１
９
８
９
年
（
昭

和
６４
年
）
昭
和
が
最
後
の
日
、

私
は
夫
と
子
供
２
人
の
４
人

で
な
ぜ
か
玄
関
の
前
で
記
念

写
真
を
撮
っ
た
。

あ
あ
時
代
が
変
わ
る
の
だ

…
…
ふ
た
た
び
戦
争
を
し
な

い
国
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
し
た
。

核
の
な
い
め
で
た
い

年
を

　
　
　
　
　

Ｈ
・
Ｏ

（北
区
）

私
は
紀
元
二
千
六
百
年
生

れ
で
す
※

「
金
鵄
輝
く
日
本
の
／
栄

あ
る
光
身
に
う
け
て
／
今
こ

そ
祝
へ
こ
の
朝
／
紀
元
は

二
千
六
百
年
／
あ
あ
一
億
の

胸
は
鳴
る
」

何
故
か
こ
の
う
た
、
お
ぼ

え
て
い
ま
す
。

今
年
は
被
爆
８０
年
戦
後
８０
年
。

地
球
か
ら
核
兵
器
廃
絶
を
！

「
今
こ
そ
狂
気
は
止
め
る
べ

き
だ
！
」
グ
テ
ー
レ
ス
国
連

事
務
総
長

「
国
連
は
機
能
し
て
い
る

の
」
中
満
泉

「戦
後
」
を
続
け
よ
う

（宇
治
市
）

昭
和
１
０
０
年
と
言
う
よ

り
戦
後
８０
年
と
云
う
方
が
私

に
と
っ
て
ピ
ン
！
と
来
ま

す
。こ

の
ま
ま
ズ
ー
ッ
と
戦
後

で
あ
り
つ
づ
け
る
日
本
で
あ

る
よ
う
に
…
と
の
思
い
で
行

動
し
て
い
か
な
け
れ
ば
…
と

思
っ
て
い
ま
す
。

国
際
刑
事
裁
判
所
所
長
の

赤
根
智
子
氏　

希
望
の
光
！

日
本
国
憲
法
前
文
、
第
九
条

「
戦
争
放
棄
」、
第
二
十
五
条　

「
生
存
権
」、
第
三
十
条
「
納
税

の
義
務
」
。
繰
り
返
し
読
み
ま

し
ょ
う
。

め
で
た
い
昭
和
百
年
に
し

た
い
！

※
１
９
４
０
年
（
昭
和
１５
年
）
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そ
の
時
筆
者
は
京
都
駅
の

待
合
室
を
急
い
で
駆
け
抜
け

て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
周

り
の
人
た
ち
は
み
ん
な
直
立

不
動
の
姿
で
し
た
。
甲
高
い

声
が
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。

あ
あ
こ
れ
玉
音
放
送
か
！ 

「
み
ん
な
、
聞
い

て
お
け
！
」
っ
て
、

言

わ

れ

て

た

な

あ
。
で
も
今
は
忙

し
い
。
「
隣
家
の
、

中
学
５
年
の
ト
シ

オ
チ
ャ
ン
、
盆
休

み
が
終
わ
っ
て
愛

知
県
の
飛
行
機
工

場
へ
の
再
出
勤
。
そ
の
見
送

り
で
、
来
た
ん
や
か
ら
な
。

玉
音
放
送
な
ら
分
か
っ
て

る
。
『
一
億
一
心
火
の
玉
や
。

が
ん
ば
れ
！
』
っ
て
。
で
も

今
は
こ
っ
ち
も
…
、
「
最
後

の
見
送
り
。
明
日
の
空
襲
で

死
ぬ
か
も
知
れ
ん
の
や
し
。

こ
れ
が
最
後
の
別
れ
か
な

あ
、
と
手
を
ふ
っ
て
居
ま
し

た
。

　

こ
の
あ
と
夕
方
の
６
時

で
、
僕
は
夜
勤
番
。
仕
事
場

は
、
四
条
高
倉
の
、
大
丸
百

貨
店
の
地
下
室
。
三
菱
重
工

業
・
戦
闘
機
エ
ン
ジ
ン
の
部

分
品
工
場
。
中
学
３

年
。
１
０
０
人
。
指

導
教
官
が
待
ち
構
え

て
い
て
「
今
日
は
仕

事
は
し
な
い
。
明
日

も
今
日
と
同
じ
で
18

時
に
こ
こ
へ
来
い
。

は
い
！
解
散
！
」
。
私

た
ち
は
、
敗
戦
も
、

終
戦
も
。
８
月
15
日
で
は
、

ま
だ
何
も
知
ら
な
い
で
居

た
の
で
し
た
。
翌
日
の
18

時
、
工
場
へ
向
か
う
市
電
と

擦
れ
違
っ
た
電
車
は
電
気
が

煌
々
。
な
ん
で
？　

ア
カ
ン

ヤ
ロ
。
そ
ん
な
こ
と
し
て
、

と
。
・
え
！
負
け
た
ん
か
？
。

 

（
荒
）

 
昭
和
２０
年
８
月
１５
日
の
玉
音
放
送
。

ど
う
聞
い
た
か
。清少納言

百四十の段

終
戦
直
前
直
後
に
日
本
本

土
で
捕
虜
に
な
っ
た
連
合
軍

将
兵
が
、
ど
う
扱
わ
れ
た
か
。

そ
の
貴
重
な
一
例
が
語
ら
れ

て
い
ま
す
。

よ
そ
の
例
で
は
、
文
字
ど

お
り
鬼
畜
米
英
の
捕
虜
と
い

う
こ
と
で
住
民
の
リ
ン
チ
に

あ
い
、
命
を
奪
わ
れ
る
こ
と

も
多
々
あ
っ
た
よ
う
で
、
終

戦
５０
年
の
頃
、
評
者
が
直
接

聞
い
た
経
験
者
は
、「
目
玉
を

く
り
抜
い
て
や
っ
た
。
こ
っ

ち
を
殺
そ
う
と
し
た
や
つ

3

3

や
、
当
然
や
ろ
。
」
と
言
っ
て

い
ま
し
た
。

本
書
は
京
都
府
内
で
起

こ
っ
た
事
例
で
、
浄
土
宗
の

僧
侶
が
、
宗
祖
法
然
の
教
え

を
生
か
し
、
捕
虜
虐
待
を
い

さ
め
、
亡
く
な
っ
た
将
兵
を

弔
い
、
結
果
と
し
て
村
人
を

も
戦
争
犯
罪
か
ら
救
っ
た
と

言
え
ま
す
。

著
者
の
言
葉
で
す
。

私
は
城
陽
市
の
浄
土
宗
深

廣
寺
で
住
職
を
し
て
お
り
ま

し
た
。
（
現
在
は
引
退
）
。
本

書
は
終
戦
直
前
の
寺
の
近
く

で
起
き
た
出
来
事
を
記
録
し

た
も
の
で
す
。
当
時
、
１０
歳

の
私
が
目
撃
し
た
こ
と
や
父

と
の
こ
と
、
地
域
で
起
き
た

こ
と
を
書
き
留
め
ま
し
た
。

１
９
４
５
年
６
月
５
日
、
ア

メ
リ
カ
軍
の
Ｂ
２９
戦
闘
機
が

木
津
川
の
河
川
敷
に
墜
落
し

ま
し
た
。
幸
い
地
域
住
民
に

被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

搭
乗
し
て
い
た
兵
士
は
多
く

が
死
亡
し
ま
し
た
が
生
存
し

て
い
た
兵
士
も
い
ま
し
た
。
そ

の
時
、
い
ち
早
く
墜
落
現
場
に

か
け
つ
け
た
父
は
「
憎
ら
し
い

兵
隊
か
も
し
れ
な
い
が
、
人
は

死
ん
だ
ら
敵
も
味
方
も
な
い
」

と
興
奮
し
て
い
る
住
民
を
必

死
で
な
だ
め
て
い
ま
し
た
。
浄

土
宗
の
住
職
の
父
は
「
仕
返
し

を
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う

法
然
上
人
の
教
え
を
説
い
た

の
で
す
。

そ
の
後
、
父
は
日
本
語
と

英
語
で
「
Ｂ
２９
搭
乗
五
勇
士

英
霊
」
と
書
い
た
位
牌
を
作

り
弔
い
ま
し
た
。
戦
後
に
行

わ
れ
た
ア
メ
リ
カ
占
領
軍
の

罪
に
問
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

今
も
戦
火
が
止
ま
な
い
世

界
に
あ
っ
て
、
戦
争
を
体
験

し
た
者
と
し
て
「
戦
争
は
繰

り
返
し
て
は
い
け
な
い
」
と

の
思
い
を
一
層
強
く
し
て
お

り
ま
す
。

世
界
の
ど
こ
の
国
の
人
々

も
子
ど
も
た
ち
も
、
皆
が
平

和
で
安
全
に
生
き
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
願
い
ま
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ガ
ザ
で
の

戦
闘
の
終
結
を
祈
っ
て
！　

竹
田
正
信(

語
り
）

２
０
２
５
年
６
月

日
本
機
関
紙
出
版
セ
ン
タ
ー
刊

読
書

仕
返
し
は
い
け
な
い
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私のレシピ　　　　　　　　　　　
アンコールに応えて

 きゅうりのキューちゃん

佐竹輝子

（北区鷹峯）

【材料】きゅうり１ｋｇ（１０～１２本）　しょうゆ１８０ｃｃ　みりん１８０ｃｃ　酢９０ｃｃ　ふ

じっこ塩吹昆布６０ｇ　土しょうが（千切り）５０～６０ｇ（酢少々　隠し味）（砂糖、隠し味）白ごま

【作り方】

①大きな鍋にたっぷりの水を入れ沸騰させる、その中にきゅうりを入れ火を止めそのまま一晩おく（１０時間）

②しょうゆ、みりん、酢を鍋に入れ火にかけ沸騰直前に止める

③②が冷めてから、しょうが、昆布を入れる

④きゅうりを好みの太さに切りザルにあげよくしぼる

⑤③の中にしぼったきゅうりを入れ４～５時間漬ける

⑥白ごまを入れる

曲ったきゅうりだと安い、２～３本でも出来る、コーヒー等の空ビンに入れて

冷蔵庫にいれとくと、3 ヶ月は日持ちします。ピクルス、タルタルソースにも使えます。

　

ヒ
ト
は
み
な
「
優
し
い

人
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
親

切
な
ヒ
ト
」
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
困
っ
た
こ
と
で
す
。
「
助

け
合
っ
て
生
き
て
い
た
こ
ろ
」

の
人
達
は
み
ん
な
親
切
で
あ

り
ま
し
た
。
困
っ
て
居
る
ヒ

ト
の
心
の
中
ま
で
良
く
分
か

り
合
え
て
、
お
互
い
に
助
け

あ
っ
て
生
き
て
来
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
が
普
通
の
ヒ
ト
た

ち
の
暮
ら
し
方
で
し
た
。

　

で
も
今
は
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
「
困
っ
た
事
」
の

一
番
は
、
戦
争
が
止
ま
ら
な

い
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。
何

故
コ
ン
ナ
コ
ト
に
な
る
の
で

し
ょ
う
。
戦
争
が
好
き
な
の

で
し
ょ
う
か
。
ヒ
ト
の
精
神

が
狂
い
始
め
た
の
で
し
ょ
う

か
。 

[

企
画
広
告]

荒
木
昭
夫
の
語
り
物

み
ど
り
・
ミ
ト
ク
ン
・
ミ
ー

も

ち
ゃ
ん
㉑

ヒ
ト
の
幸
せ
を
喜
ば
な
い
ヒ
ト

輝
子

ひ
ま
わ
り
が
天
に
向
か
って

背
伸
す
る

耳
遠
く
聞
き
返
せ
ば
ぼ

け
た
の
か

四
紅
坊

自
動
車
は
国
益
？
国
民

益
は
ど
う
な
る
の
！

（
ど
っ
ち
を
向
い
て
る

石
破
発
言
）

黄
金
株
私
も
行
使
悪
政
に

（
拒
否
権
使
え
る
の
な

ら
）

針
と
血
と
ア
ル
コ
ー
ル

漬
け
薬
漬
け

（
採
血
・
注
射
・
点
滴

の
入
院
生
活
６
週
間
）

桁
違
い
宝
石
並
の
抗
が

ん
剤

（
高
額
療
養
費
制
度
改

悪
ス
ト
ッ
プ
で
き
て
よ

か
っ
た
ホ
ッ
）

川
柳

　貴方の 「軌跡」 のお手伝い

社会運動での生きざま（自分史）をＤＶＤ（映像）で後世に残します。

　　　　　　　メディアとツアーの長年の経験生かして

ムービー　軌跡　プロデューサー　富田秀信

� 090-3671-4543

　� 自己紹介→ブログ 「一人になった千代野ノート」
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 昭和百年 ╮
真
夏
の
夜
の
夢

其の十二　昭和あまり

つ
づ
き

　

そ
の
翌
日
の
夕
方
、
夏
休
み

の
最
中
と
い
う
こ
と
で
親
子
連

れ
が
多
勢
集
ま
り
ま
し
た
。

　

始
め
ま
す
！
の
声
が
し
て
、

や
は
り
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
順

番
を
待
ち
ま
し
た
。
そ
の
時
誰

か
が
、
「
お
い
、
み
ん
な
、
お

墓
の
中
で
、
三
べ
ん
こ
け
た
ら

死
ぬ
で
！
」
と
お
ど
か
し
ま
し

た
。「
ほ
ん
ま
か
い
な
？
」「
お
ゝ

こ
わ
！
」
と
口
々
に
お
ゝ
さ
わ

ぎ
で
し
た
。

　

間
も
無
く
二
人
ひ
と
組
で
恐

る
お
そ
る
お
墓
の
中
へ
入
っ
て

行
き
ま
し
た
。
と
突
然
、
暗
闇

か
ら
白
い
物
が
、
ふ
わ
ふ
わ
と

私
た
ち
に
、
お
い
で
、
お
い
で

と
招
い
て
い
る
。

　

恐
怖
で
足
が
宙
に
浮
い
た
の

か
、
苔
草
で
滑
っ
た
の
か
、
す
っ

て
ん
こ
ろ
り
ん
と
こ
ろ
ん
だ
。

と
、
連
れ
も
一
緒
に
こ
ろ
ん
で
、

「
あ
と
二
回
こ
け
た
ら
あ
か
ん

で
。
」
と
顔
を
見
合
わ
せ
た
。

　

無
事
終
っ
て
集
会
場
所
で
知

り
合
い
の
少
年
が
「
僕
三
回
こ

け
た
け
ど
生
き
て
る
ぜ
っ
」

　

皆
ん
な
で
大
笑
し
た
和
や
か

な
時
代
の
楽
し
い
「
肝
試
し
」

の
夜
で
し
た
。

　
昔
話

コープ
物件情報　
第 21 号！

　　　　　　西賀茂車庫前

☆�木造 2階建　
　☆�築１９７４年 5月
　☆�２００４年水廻り改装
　★�土地面積 （公簿） 93.78 ㎡
　★�建物面積　　　　　　70.74 ㎡
　　

市バス 歩４分

1階�床暖房ＬＤＫ＋６帖
2階�４室

５ＬＤＫ�2,580万円

設備　追炊機能、 浴室暖房、 浴室乾燥機、 浴室に窓あり、

ミストサウナ、 温水洗浄便座、 シャワー付洗面化粧台、 ３

口以上コンロ、システムキッチン、都市ガス、電気、上水道、

下水道、 床暖房、 庭
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教室作品

◆
編
集
室
の
窓
◆

　

現
役
の
頃
は
、
夏
を
迎
え
る

頃
か
ら
年
末
企
画
の
こ
と
で
頭

を
悩
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
今
ま

た
年
末
企
画
で
頭
を
悩
ま
せ
て

い
ま
す
。
恒
例
の
紫
式
部
版

「
今
年
の
漢
字
」
で
す
が
、
去

年
の
く
り
か
え
し
の
熱3

や
暑3

や

汗3

と
か
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

は
と
▼
梅
雨
が
明
け
る
か
明
け

な
い
う
ち
か
ら
真
夏
日
・
熱
帯

夜
の
連
続
。
不
本
意
な
が
ら
終

日
エ
ア
コ
ン
す
な
わ
ち
電
力
す

な
わ
ち
一
部
は
原
子
力
の
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
と
に
か

く
、
で
き
る
限
り
外
出
を
ひ
か

え
、
部
屋
に
閉
じ
込
も
る
毎
日

京都高齢者生活協同組合くらしコープ
〒 603-8232　京都市北区紫野東野町 1-5

　TEL　075(432)3636　 FAX075(451)6350

🌐https://kyotoelder.coop/

  ✉ honbu@kyotoelder.coop

  郵便振替　00910-2-234479

　2025 年 8 月 1 日発行

メールアドレス   kyoto.kc16@adagio.ocn.ne.jp

８月２６日 （火）
9 ： 00 ～

　　本部ホール

紫式部丁合、 発送作業

短時間でもいいのでご協力お願いします。
※紫式部を配達してくださる方も募集中！

【
手
話
ク
イ
ズ
回
答
】

正
解
は
①
番
で
す
。

①
家　

②
ビ
ル　

③
施
設

で
す
。
皆
様
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？
と
に
か
く
、
あ
せ
ら
ず
、

無
理
せ
ず
、
秋
を
待
っ
て
再
会

し
た
い
も
の
で
す
。
で
す
が
、

秋
は
本
当
に
来
る
の
で
し
ょ
う

か
？
世
界
で
は
温
暖
化
ス
ト
ッ

プ
に
背
を
向
け
る
風
潮
が
ふ
た

た
び
頭
を
持
ち
上
げ
て
い
る
感

が
い
な
め
ま
せ
ん
。
か
つ
て
台

風
や
大
雨
は
天
災
で
し
た
が
今

日
の
災
害
は
人
災
で
あ
り
一
部

の
人
間
の
あ
や
ま
っ
た
欲
望
の

た
め
多
く
の
人
々
が
命
や
健
康

を
犠
牲
に
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す

▼
も
し
涼
し
い
秋
風
が
吹
い
た

ら
、
そ
ん
な
欲
望
を
吹
き
飛
ば

し
去
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で

す
。

　

（
赤
染
益
輝
）
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